
邦　　貨 外貨１ 外貨２
（千　円） （千米ドル） （千円）

4,374,549 27,470 611,223 100%

17,872,807 160,457 543,435 100%

11,210,067 94,820 969,465 100%

１米ドル=137円

【備考】

 
【当該任意拠出金等の意義、成果等に関する我が国としての評価】

　　本拠出金により，国際収支の問題が生じている加盟国に対する資金支援や，アジア太平洋をはじめとした地域における
途上国のマクロ経済，金融，統計等の分野の政策立案や行政能力を強化し，国際金融システムの安定や途上国における
安定的な経済社会の発展に寄与している。

令和3年度 １米ドル=108円

令和4年度 1米ドル=108円

イヤマーク

令和5年度

【最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率】

レート

　拠出金・基金
の名称

国際通貨基金（IMF）拠出金

種　　別

 【所管官庁担当局課・室名】財務省国際局国際機構課

低所得等向けの資金支援，マクロ経済の安定に資する能力構築のための技術支援等

 【当該任意拠出金の目的・用途等】

ODA率（％）
単   位

 【拠出先の国際機関名】国際通貨基金（IMF）

2023-B
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邦　　貨 外貨１ 外貨２
（千　円） （千米ドル）

83,914,088 612,512 100%
65,639,932 607,777 100%
23,142,572 214,283 100%

 【拠出先の国際機関名】国際復興開発銀行（IBRD）、国際開発協会（IDA）

2023-B

【最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率】

レート

　拠出金・基金
の名称

国際復興開発銀行・国際開発協会拠出金
（日本開発政策・人材育成基金（PHRD）、日本社会開発基金（JSDF））

種　　別

 【所管官庁担当局課・室名】財務省国際局開発機関課

　日本開発政策・人材育成基金（PHRD）は，開発途上国の持続的発展の促進及び途上国開発分野における我が国のプ
レゼンス向上を目的としており，世界銀行（世銀）による開発途上国における開発政策の策定・実施と人材育成の支援，及
び日本と世銀グループのパートナーシップ強化等を実施している。
　日本社会開発基金（JSDF）は，開発途上国の持続的発展の促進を目的としており，世銀の開発目標と整合的ではある
が，世銀本体からの融資では届きにくい開発途上国の貧困層・社会的弱者に対する直接的支援や，その担い手となる
NGO等の能力強化を通じて，開発途上国の貧困緩和に役立つ革新的な活動に対する支援を実施している。

 【当該任意拠出金の目的・用途等】

ODA率（％）
単   位

1米ドル = 137円

【備考】

 
【当該任意拠出金等の意義、成果等に関する我が国としての評価】

　本拠出金は，世銀による支援活動を補完する役割を担い，人材育成の支援，貧困層・社会的弱者に対する直接的支援
等を通じて，世銀の二大目標である「極度の貧困の撲滅」及び「繁栄の共有の促進」に資するとともに，世銀及び国際社会
における日本のプレゼンスの向上にも貢献している。

令和3年度 1米ドル = 108円

令和4年度 1米ドル = 108円

イヤマーク

令和5年度
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邦　　貨 外貨１ 外貨２
（千　円） （千米ドル）

2,603,000 19,000 100%

2,376,000 22,000 100%

3,909,600 36,200 100%

イヤマーク

令和5年度

2023-B

【最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率】

レート

　拠出金・基金
の名称

国際金融公社拠出金・包括的日本信託基金（CJTF）

種　　別

 【所管官庁担当局課・室名】財務省国際局開発機関課

国際金融公社（IFC）は，開発途上国の発展に不可欠な民間セクターの育成を目的に，開発途上国の民間企業等に対
し，技術協力等を供与している。本基金では，ＩＦＣによる通常のオペレーションを補完しつつ，IFCによる途上国の投資
環境整備や民間企業の能力強化に資する技術協力等の実施を促進。本信託基金を通じた支援は，日本が議長を務め
たG20大阪サミットで採択された質の高いインフラ投資G20原則の普及に貢献。また，コロナ対策案件では，感染症のさ
らなる拡大と我が国への流入の阻止に貢献。

 【当該任意拠出金の目的・用途等】

ODA率（％）
単   位

１米ドル=137円

 【拠出先の国際機関名】 国際金融公社（IFC）

【備考】

 
【当該任意拠出金等の意義、成果等に関する我が国としての評価】

本拠出金は，IFCによる支援活動を補完する役割を担い，開発途上国の民間セクター育成を通じた投資
及び雇用の促進により，支援対象地域の持続的発展に資するとともに，IFC及び国際社会における日本のプレゼンスの

 向上にも貢献している。

令和3年度 1米ドル=108円

令和4年度 1米ドル=108円
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邦　　貨 外貨１ 外貨２
（千　円） （千米ドル）

9,417,455 68,741 100%

6,914,639 64,024 100%

13,293,485 123,088 100%

 【拠出先の国際機関名】アジア開発銀行（ADB)

2023-B

【最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率】

レート

　拠出金・基金
の名称

アジア開発銀行拠出金

種　　別

 【所管官庁担当局課・室名】財務省国際局開発機関課

　アジア・太平洋地域における経済成長と貧困削減の促進を目的に，①プロジェクトグラント及び技術支援，②ナレッジ
シェアリング事業，③奨学金事業等を実施。

 【当該任意拠出金の目的・用途等】

ODA率（％）
単   位

１米ドル=137円

【備考】

 
【当該任意拠出金等の意義、成果等に関する我が国としての評価】

　　本拠出金は，ADB本体（通常資本財源（OCR）やアジア開発基金（ADF））による支援活動を補完する役割を担い，
ADBの業務遂行に不可欠な資金。途上国の経済成長と貧困削減に貢献するとともに，ADB及び国際社会における日本
のプレゼンスの向上にも貢献。本拠出金による活動により、技術支援業務や災害発生時等の緊急支援を通じて途上国
の開発・復興を支援するとともに，奨学金事業やセミナーの開催，研究発表等を通じて，途上国の政府機関等の能力向
上や政府職員の人材育成に貢献している。

令和3年度 1米ドル=108円

令和4年度 １米ドル=108円

イヤマーク

令和5年度
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邦　　貨 外貨１ 外貨２
（千　円） （千米ドル）

2,800,000 3.57%

3,800,000 7.89%

1,000,000 0%

１米ドル=

 【拠出先の国際機関名】 アジア開発銀行（ADB）

【備考】

 
【当該任意拠出金等の意義、成果等に関する我が国としての評価】

ADBプロジェクトでの本基金の活用により，優れた脱炭素・低炭素技術の海外における普及が促進され，アジア・太
平洋諸国での抜本的な排出削減に貢献することが可能である。また二国間クレジット制度（JCM）の活用により，我
が国の温室効果ガス削減目標の達成に資することから，国際協力及び気候変動対策において本拠出は重要な意
義を有する。

令和3年度 1米ドル=

令和4年度 1米ドル=

【最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率】

レート

　拠出金・基金
の名称

アジア開発銀行JCM日本基金

種　　別

 【所管官庁担当局課・室名】環境省地球環境局国際脱炭素移行推進・環境インフラ担当参事官室

ADBのプロジェクトにおいて，高い導入コストを理由に採用が進んでいない先進的な脱炭素・低炭素技術の採用を
促進すべく，本基金に拠出した資金でその脱炭素・低炭素技術の導入に要する経費負担を軽減する。
また，二国間クレジット制度（Joint Crediting Mechanism:JCM）の活用により，我が国の温室効果ガス削減目標の達
成に活用する。

 【当該任意拠出金の目的・用途等】

ODA率（％）
単   位

イヤマーク

令和5年度

2023-B
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邦　　貨 外貨１ 外貨２
（千　円） （千米ドル）

30,132 219,941 ー ー

 【拠出先の国際機関名】アジア開発銀行（ADB）

2023-B

【最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率】

レート

　拠出金・基金
の名称

アジア開発銀行と連携した持続可能な食料システム構築支援事業

種　　別

 【所管官庁担当局課・室名】　農林水産省輸出・国際局国際戦略グループ

　当該拠出金は，ADBと連携して，農業・食料分野における我が国の環境配慮型技術のニーズを調査し，投資拡大
に向けた課題の調査・分析を進め，二国間クレジット制度（JCM)活用の可能性検討を行い，実現可能性を調査する
ために拠出しているもの。

 【当該任意拠出金の目的・用途等】

ODA率（％）
単   位

１米ドル=137円

【備考】

 
【当該任意拠出金等の意義、成果等に関する我が国としての評価】

　当該拠出金を活用して，我が国のこれまでの知見・経験等を生かせる実現可能性の高い手法の開発に必要となる
調査・分析等を行ってきており，これらの結果も踏まえ，2024年1月，ADB等とともに専門家委員会を設立した。当該
委員会にて我が国の環境配慮型技術である間断灌漑（注）とJCMとを組み合わせたプロジェクトを促進させるための
具体的手法（方法論）の検討を進めている。
　かかる方法論を開発することにより，民間企業のアジア地域での事業展開を円滑化させ，これらの民間事業が促進
されることで，我が国の環境配慮型技術が広く普及し，気候変動緩和策が一層推進され，現地農家の所得向上も図
ることができる。
（注）定期的に水田の排水と湛水を繰り返すことで，メタン排出量及び水使用量の削減を可能とする技術。

令和3年度 1米ドル=

令和4年度 1米ドル=

イヤマーク

令和5年度

6



邦　　貨 外貨１ 外貨２
（千　円） （千米ドル）

2,582,450 18,850 100%

831,600 7,700 100%

617,564 5,718 100%

１米ドル=137

 【拠出先の国際機関名】アフリカ開発銀行（AfDB）

【備考】

 
【当該任意拠出金等の意義、成果等に関する我が国としての評価】

　本拠出金は，AfDB本体による支援活動を補完する役割を担い，アフリカ諸国の開発に資するプロジェクト（貿易促
進，人材育成支援等）及び民間セクター開発のための技術支援等に活用されており，AfDBとの関係強化及び国際社
会における日本のプレゼンスの向上にも貢献している。

令和3年度 1米ドル=110

令和4年度 1米ドル=108

【最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率】

レート

　拠出金・基金
の名称

アフリカ開発銀行拠出金
（開発政策・人材育成基金、マルチドナー基金）

種　　別

 【所管官庁担当局課・室名】財務省国際局開発機関課

　開発政策・人材育成基金及びマルチドナー基金は，AfDBの域内開発途上加盟国における開発プロジェクトの策定・
実施の促進に必要な技術協力や人材育成等のための資金を供与し，もって途上国の開発に資することを目的とす

       る。

 【当該任意拠出金の目的・用途等】

ODA率（％）
単   位

イヤマーク

令和5年度

2023-B
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邦　　貨 外貨１ 外貨２
（千　円） （千ユーロ） (千ポンド)

876,809 4,000 1,944 100%

1,889,751 12,000 2,406 100%

991,686 7,000 1,056 100%

1ユーロ=140円
1ポンド=163円

【備考】

 
【当該任意拠出金等の意義、成果等に関する我が国としての評価】

　　本拠出金は，中東欧・旧ソ連地域の民間企業等への技術協力等に対する資金提供（インフラ，エネルギー，金融，
農業，製造業といった分野での支援）を行うことにより，支援対象地域の民主化，市場経済への移行，民間部門の活
動の促進に貢献するとともに，EBRD及び国際社会における日本のプレゼンス向上にも貢献している。

令和3年度 1ユーロ=121円
1ポンド=137円

令和4年度 1ユーロ=128円
1ポンド=147円

イヤマーク

令和5年度

【最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率】

レート

　拠出金・基金
の名称

欧州復興開発銀行拠出金・日本・EBRD協力基金（JECF）

種　　別

 【所管官庁担当局課・室名】財務省国際局開発機関課

　欧州復興開発銀行（EBRD）は，中東欧・旧ソ連地域の民主化，市場経済への移行，民間企業の育成等を支援するこ
とを目的とする。日本・EBRD協力基金（JECF）は，EBRDが行う投融資を補完する形で技術援助・指導及び助言サービ
スを支援し，EBRDの受益国（支援対象国）の民主化，市場経済への移行，民間セクターの活動を促進することを目的
とする。

 【当該任意拠出金の目的・用途等】

ODA率（％）
単   位

 【拠出先の国際機関名】欧州復興開発銀行拠出金・日本・EBRD協力基金（JECF）

2023-B
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邦　　貨 外貨１ 外貨２
（千　円） （千米ドル）

2,055,000 15,000 100%

1,841,400 17,050 100%

2,052,000 19,000 100%

１米ドル=137

【備考】

 
【当該任意拠出金等の意義、成果等に関する我が国としての評価】

　本拠出金は，①「質の高いインフラ」の案件組成支援，②コミュニティー・ベースの支援を通じた格差是正・弱者保護，
③防災などの日本が強みを持つ先駆的な取り組みに向けられており，これらの支援を通じて，開発途上国の貧困緩和
に資するとともに，IDBグループとの関係強化や中南米地域における日本のプレゼンスの向上にも貢献している。

令和3年度 1米ドル=108

令和4年度 1米ドル=108

一部イヤマーク

令和5年度

【最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率】

レート

　拠出金・基金
の名称

米州開発銀行拠出金（日本特別基金（JSF））

種　　別

 【所管官庁担当局課・室名】財務省国際局開発機関課

　日本特別基金（JSF)は，IDBグループが中南米地域で行う融資などのオペレーションを補完し，開発効果を高めると共
に，日本の開発政策やMDBs政策をIDBのオペレーションに反映させることで，IDBグループとの関係強化や中南米地域
における日本のプレゼンスを高めることを狙いとしている。

 【当該任意拠出金の目的・用途等】

ODA率（％）
単   位

 【拠出先の国際機関名】米州開発銀行（IDB）

2023-B
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邦　　貨 外貨１ 外貨２
（千円） （千米ドル） （）

205,500 1,500 100%

レート ODA率（％）

イヤマーク

【所管官庁担当局課・室名】外務省国際協力局緊急・人道支援課 

１　事業目的：シリア難民等中東・北アフリカにおいて難民を受け入れている中所得国の負担を軽減する。
２　事業概要：シリア難民を受け入れているヨルダンにおける難民及びホスト・コミュニティのためのインフラ
や公共サービスへのアクセスの改善，レバノンにおける電力，教育，保健といった分野において，中所得国
を支援する。（今後変更の可能性あり。また2023年時点において，受益国（現時点ではエジプト）を追加する
ことが検討されており，追加される際には対象とする。）
(個別案件毎に，運営委員会（我が国もメンバー）にて，承認可否が判断される。)

種　　別

令和5年度

【最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率】

単   位

【備考】

 【当該任意拠出金の目的・用途等】

【拠出先の国際機関名】世界銀行

2023-B

難民及びホストコミュニティにおける経済社会状況の改善への寄与。

　拠出金・基金
の名称

世界銀行拠出金

 
【当該任意拠出金等の意義，成果等に関する我が国としての評価】

1USD/137円
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邦　　貨 外貨１ 外貨２
（千　円） （千米ドル）

1,778,260 12,980 100%

3,024,000 28,000 100%

１米ドル=137円

【備考】

 
【当該任意拠出金等の意義、成果等に関する我が国としての評価】

　本拠出金は，MIGAによる支援活動を補完する役割を担い，途上国向け民間投融資に政治リスク等に対する保証を
提供することによる，民間投融資の促進を図ることで，支援対象地域の持続的発展に資するとともに，MIGA及び国際

 社会における日本のプレゼンスの向上にも貢献している。

令和3年度

令和4年度 1米ドル=108円

イヤマーク

令和5年度

【最近３年間の我が国支払額及びＯＤＡ率】

レート

　拠出金・基金
の名称

多数国間投資保証機関（MIGA）

種　　別

 【所管官庁担当局課・室名】財務省国際局開発機関課

　多数国間投資保証機関（MIGA）は，途上国向け民間投融資に政治リスク等に対する保証を提供することで，民間投
融資の促進を図っている。本基金では，サブサハラアフリカをはじめとする途上国における民間による再生可能エネ
ルギー案件への投資促進や，ロシアの侵略により甚大な被害を被っているウクライナに対する民間活動支援を実施

  している。

 【当該任意拠出金の目的・用途等】

ODA率（％）
単   位

 【拠出先の国際機関名】多数国間投資保証機関（MIGA）
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